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参考資料３

1. 防災分野での相互協力
■災害時の連携協力

□高速道路における緊急車両等の通行確保に努める。

□休憩施設を防災拠点等として活用を図る。

□応急復旧等の相互協力（技術的支援、資機材等の提供）

■防災対策の強化・国民保護にかかる取組の推進

□新東名を考慮したダブルネットワークにおける防災体制の構築を図る。

□県主催の防災訓練、国民保護訓練にＮＥＸＣＯ中日本が参加し、防災体
制等の強化を図る。

静岡県との合同防災訓練 休憩施設の防災拠点としての活用
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2. 観光・文化振興分野での相互協力
■高速道路等を活用した地域の観光・文化イベント等のＰＲ協力
□ＳＡ、ＰＡにおいて県内の観光ポスターの掲出や観光パンフレットの配布を行う。

□ＳＡ、ＰＡの情報ビジョンにより、県内の観光情報等を発信する。

□ＮＥＸＣＯ中日本が発行する情報誌において県内観光情報等を掲載する。

□ＮＥＸＣＯ中日本の主催イベントにおいて、県の文化イベントや県内観光等のＰＲを実施す
る。

■高速道路等の利活用促進及びお客様サービスの向上
□県の関連施設において、高速道路の情報やＮＥＸＣＯ中日本の事業ＰＲ等を行う。

□県が発行する情報誌において、高速道路の利活用促進ＰＲ等を掲載する。

□県の主催イベントにＮＥＸＣＯ中日本が参加し、高速道路の利活用促進ＰＲ等を実施する。

□高速道路料金引き下げを活用し、観光振興と高速道路利用促進に相乗効果を生む取
組を行う。

観光イベントの共同開催 冊子等による情報発信ポスター、パンフレット等による観光情報等の発信 ２

トピック：平成２１年度の具体事例
平成２１年度においては、次の内容に関し連携し取り組みを実施

■「東名全通40周年企画」に関する相互協力

・NEXCO中日本が主催する「東名全通４０周年」イベントに、富士山静岡空港や国民文
化祭等のＰＲのため県が出展協力し、双方のイベント効果を高める。

■ 「富士山静岡空港」に関する相互協力

・ＳＡ、ＰＡにおいてポスターの掲出等による空港情報の発信を行う。

・空港旅客ターミナルビル内において、高速道路事業に関するパンフレット等の配布を行
う。

・双方のイベントに出展する等、連携し空港と高速道路の利用促進や事業ＰＲを実施す
る。

・空港及び高速道路双方を利用するお客様の利便性向上のため、相互の施設で、空港
駐車場の情報や高速道路の交通情報を提供する。

■「第24回国民文化祭・しずおか2009」に関する相互協力

・ＳＡ、ＰＡにおいて、ポスターやパンフレットを用いた国民文化祭情報を発信する。

・ＮＥＸＣＯ中日本が作成する冊子等に国民文化祭情報を掲出する。

・国民文化祭ＰＲ冊子にＮＥＸＣＯ中日本の事業情報を掲出する。 ３



3. 環境分野での相互協力
■廃棄物不法投棄対策の相互協力

□廃棄物不法投棄の情報を相互に提供し合い、不法投棄の早期発見、早期
対応に努める。

□高速道路のＩＣやＳＡ、ＰＡで、双方で協力し廃棄物運搬車への啓発活動を
実施する。

■地球温暖化防止及び大気汚染等の防止に関する相互協力

□アイドリングストップに関する啓発活動を、双方が協力し実施する。

廃棄物運搬車への啓発活動 アイドリングストップ啓発活動 ４

4. 教育・福祉分野での相互協力
■教育に関する相互協力

□ＮＥＸＣＯ中日本が実施する「高速道路安全セミナー」や県が開催する講習会
等に、相互に講師の派遣を行うなど、県民の交通安全教育の充実に努める。

□ＮＥＸＣＯ中日本が企画する高速道路見学ツアー等において、県の自然ふれ
あい施設を活用し、地域の環境保全等の取り組みを紹介する。

□県が実施するインターンシップ事業の受け入れ先として、ＮＥＸＣＯ中日本の事
業所や新東名等の建設現場を活用する。

■福祉に関する相互協力

□県が発行する情報誌等において、高速道路料金の障害者割引やＳＡ、ＰＡの
バリアフリー化事業等を掲載し周知を図る。

「交通安全セミナー」の共同実施 インターンシップの実施・受入「自然ふれあい施設」の活用
５


